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このたびは、当社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。安全にご使用いただくために
必ずこの「取扱説明書」をよくお読みください。お読みになられた後も、大切に保管して下さい。
※この「取扱説明書」は、お使いになる方や他の方への危害、財産への損害を未然に防止する為、重要な内容
を記載しています。内容をよくお読みのうえ必ず守ってください。

当製品の設計上の標準使用期間は4年です。
製造年は本体に記載しております。
標準使用期間を超えてご使用される場合、熱、湿気、ほこり等の影響により、部品の劣化
天井部分のゆがみ等を原因とし、様々な不具合、発煙、発火にいたる場合がございます
ので、以下の様な症状がある場合は特に注意し、ご使用を見合わせてください。

※設計上の標準使用期間は製品の寿命目安です。保証期間とはことなりますので予め
ご了承ください。標準使用期間内であっても使用諸条件の相違により異常が発生した
場合は、速やかに電源を切りご使用を控えてください。

【製品仕様】

【回転数 (100V 50Hz)】
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逆回転

この取扱説明書のマークについてSAFETY INFORMATION

■屋内専用器具
■天井直付、簡易取付型
■風速 (OFF→低速→中速→高速 )
■風向き切替 ( リモコン操作 )
■調光器との併用不可
■傾斜天井、舟形天井への設置不可
■竿縁天井、格子型天井への設置不可

【お手入れ方法】
■必ず電源を切ってから行ってください。
■安全に使用していただくために、約6ヶ月ごとに清掃・点検を行ない、
接合部のゆるみ及び器具や電球に損傷がないかを確認してください。
異常がありましたら使用せずに販売店・電気店にご相談ください。
■器具が汚れた場合は柔らかい布かまたは中性洗剤を含ませた柔らかい布を
よく絞ってから軽く拭き取ってください。
■シンナーやベンジン等の揮発性のものでふいたり殺虫剤をかけたりしないでください。
変質・故障の原因になります。
■器具を丸ごと水洗いしないでください。感電・焼損・サビの原因になります。

【標準的な使用時間】

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性がある事を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が障害を負う可能性、また、物質的損害の可能性を示しています。

この表示は、 してはいけない事を示しています。

この表示は、お客様に必ずしていただく事を示しています。

警告
注意

警告

注意

器具を取り付ける天井の強度を確認し、重量に耐えられる事を確認して下さい。
強度が不足している場合は補強工事をしてから取り付けてください。
※器具落下によるケガの原因になります。

この器具は「非防水」です。湿気の多い場所や水のかかる場所、屋外ではご使用でき
ません。
※火災・感電・絶縁不良の原因になります。

器具のそばにストーブ等高温になるものを置かないでください。また燃えやすいもの
(カーテン等)の近くで使用しないでください。
※火災・焼損・過熱・故障・変形の原因になります。

器具のすきまに異物(金属類や燃えやすい物等)を差し込まないでください
※火災・感電・絶縁不良の原因になります。

絶対に分解したり、修理・改造をしない。発火等の異常動作して、火災や感電・けがの原因になりま
す。修理は販売店へご相談ください。

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない。(傷をつける/加工/熱器具に近づける/無
理に曲げる・ねじる・引っ張る/衝撃を与える/重い物をのせる、束ねる等、コード・プラグに負荷の
かかることはしないでください)傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。修
理の際は販売店にご相談ください。

電気工事は電気工事店(有資格者)におまかせください。一般の方の工事は法律で禁じられてます。

器具に注意書きのシールが添付されている場合は、その指示に従ってください。

器具に着色等をしないでください。

器具から煙が出たり、異臭がしたときは、速やかに電源を切り、販売店までご連絡ください。

ご使用後、廃棄される場合は清掃回収車への安全面に十分配慮して処理していただきますよう
お願いいたします。

【回転数 (100V 60Hz)】

正回転

※正回転は時計回り方向です。
※回転数は±10% 程度の誤差が生じます

1. リモコンを操作しても FAN が回転しない
2. ファンの回転数が異常に遅い、または不規則である
3. 運転時のモーター音が異常に大きくなった
4. モーター部分が異常に熱い
5. 異臭がする
6. 製品が異常に揺れるようになった

電圧：100V
周波数：50Hz/60Hz
温度：30℃
湿度：65%
設置：取扱説明書に則した設置
負荷：製品の企画に準ずる
運転時間：10 時間 / 日
運転回数：5 回 / 日
運転日数：180 日 / 年

標準使用期間は以下の条件をもとに設定されています。
(( 社 ) 日本電気工業会自主基準 HD-116-3)

低速 中速 高速

逆回転

お客様の安全のためにご使用前に必ずお読みください
この取扱説明書はいつでも必要な時にご覧いただけるように大切に保管してください。
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【スイッチの説明】

FAN OFF
ファン回転：高速

※電池別売です
単 4×2

ファン回転：中速
ファン回転：低速

FAN 回転方向切り替え

⑥ケージ取り付け用鉄板⑤下部取り付け用鉄板 ⑦ケージ本体 ⑧ケージ開口部用パーツ⑥六角レンチ

天井の配線器具を確認してください。　※いずれの器具もついてない場合は、電気工事店に依頼して取付けてください。

取り付けできない天井

リモコンの操作方法・スイッチの説明

回転方向の切替

正転時の風の流れ
冷房時にご使用ください

逆転時の風の流れ
暖房時にご使用ください

回転速度の切り替え

各部の名称と付属パーツ一覧

取り付け上のご注意

角型引掛シーリング 丸型引掛シーリング

角型引掛シーリング 丸型引掛シーリング

埋込ローゼット Aタイプ 埋込ローゼット Bタイプ
※中央が出っ張っているタイプ

※上記の引掛けシーリングに取付ける際は、本体を固定する為に天井にネジ
を打ち付けます。取り付けの際は天井補強工事が必要な可能性がございま
す。角型・丸型シーリングに取り付けを行う際は必ず天井の強度を確認し、強
度が不足している際は、必ず電気工事業者に本体の取り付けと強度補強を
ご依頼ください。

モーター

※プラスドライバーをご用意ください。

ハウジング

羽根

リモコンの『ファン回転方向切替』ボタンにより、正転と逆転の切り替えができます。
※回転切り替え時、回転するまでしばらく時間が掛かります。

リモコンのスイッチにより、高速・中速・低速の
回転速度の切り替えができます。
リモコンのファンOFFスイッチで停止します。
※ファンの回転をOFFにしても遠心力が加わって
いるためすぐには止まりません。
※回転切り替え時は回転が始まるまで時間が掛か
ります。

3

3
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実際に天井に打ち込む際に
使う用のネジです。

× 4

②引掛けシーリング用木ネジ ③羽根

× 長ネジ 2セット

本体に取り付けた状態で
梱包されております。

× 6 セット

①取付金具

× 4 セット × 固定ネジ 2セット × 2 セット

× 2 セット

× 2 セット

× 2 セット
× ケージ接続用ネジ 2セット

× 2 セット

本体に取り付けた状態で
梱包されております。

× 6 セット

× 3 枚

・傾斜天井

⑨落下防止補強ワイヤー

④羽固定ネジ



警告
天井補強が必要になります。
こちらのシーリングファンの重量は約 12kg です。必ず天井の補強を業者へご依頼ください。
※補強をせず取り付けると落下の恐れがあります。

取り付け金具

取り外しておく 取り外しておく

取りつけておく

取りつけておく

取り外しておく 木ネジ

木ネジ

角型・丸形シーリングへの取付方法

必ず厚い桟に取付けてください。

※取り付け金具は本体に付いています。本体から取り外し使用ください。 ※木ネジを取り付け金具に打ち込む際は、打ち込める場所をお使いください。

図のように取付金具の穴に 4本の木ネジを打ち付けて固定します。
天井は充分な強度のある桟に必ず 4本の木ネジを打付けて固定してください。

1

本体の取付方法 ※引掛シーリングの形状により取付け方法が異なります。
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① 本体上部にある落下防止ワイヤーのフックを取り付け金具に引っ掛けます。
② お部屋のスイッチがOFFになっている事を確認してから、引っ掛けプラグを右に回して固定してください。
※この段階で仮固定ができた状態にはなりますが、手を離さないでください。落下の危険があります。

引っ掛けプラグ

落下防止ワイヤー

右に回す

天井に取り付けた取り付け金具に本体を固定します3
③ ハウジングを切欠き部分に取り付け、右に回してはめてください。
④ 残りの3点のネジをハウジングの穴に合わせて締め込み、取り付け金具にしっかりと固定するように6本の
　 ネジを固定して下さい。

ハウジング
切欠き

 ①本体に付いている、羽固定ネジ×6個を六角レンチを使い取り外します。  ②羽をねじ穴に合わせ、付属の六角レンチを使い羽固定ネジで取り付けます。

羽根を本体に3枚取り付けます

羽固定ネジ
① ②

2

羽固定ネジ

羽

ハウジング内側根元
ツメ

パイプ根元パーツにある凹んでいる部分に
支柱を回転させてハウジング内側のツメを
ひっかけてください。

ツメに引っ掛かってない場合揺れの原因になります

本体下部に⑤下部取り付け用鉄板を取り付けます4

⑤下部取り付け用鉄板



⑥ケージ取り付け用鉄板をドライバーを使って固定をしていきます。
※各箇所ネジは仮で留めてください、本締めは一番最後に行ってください。

モーターカバー上部に⑥ケージ取り付け用鉄板を取り付けます

ケージを取り付けます

片方ずつケージを取り付けたら2つのケージを接続していきます

ケージ開口部パーツを取り付けます

モーターカバー

固定ネジ

本体の取付方法

1
ケージの取付方法
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3

4

2
半円同士を接続したネジ穴の部分に、図の様にネジを取り付け、５番
で取り付けた、⑤下部取り付け鉄板にも同時にネジを取り付けます

※注意事項
・ケージを半分ずつ取り付ける際、ケージの重さで傾きますので、ご注
意ください。

・⑤下部取り付け鉄板の外側にケージを持ってきてください。

図のように、一番外側の接合部にボルト/ナットで、接続をしていきます。
※再度ハウジング内側根本の内溝にツメがはまっているか確認してください。

図のように、一番外側の接合部にボルト/ナットで、接続をしていきます

横からの拡大図

ハウジング内側根元
ツメ

パイプ根元パーツにある凹んでいる部分に
支柱を回転させてハウジング内側のツメを
ひっかけてください。



お部屋のスイッチをONに。

※動作時芯の±1～2cmの揺れは問題ありません。

落下防止補強ワイヤーを取り付けます
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5
図のように、落下防止補強ワイヤーを取り付けます。

ファンの回転を付属のリモコンで確認して下さい。6

① お部屋の壁スイッチをONにしてください。
② リモコンを操作し、ファンの回転を操作してください。

天井拡大図

ケージ

ワイヤー

注：ワイヤーをくくる際、ケージを通す本数は最
低でも、3~4 本は通して使用してください。


